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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電磁放射線を届けるための治療デバイスであって、
　（ａ）所定の波長の電磁放射線を放射するためのエネルギー源と、
　（ｂ）前記デバイスで使用するための所定の物質を分配するための物質分配システムで
あって、前記所定の物質を入れるための取り外し可能な容器を収納するようにされており
、前記取り外し可能な容器上に配置されている識別子を読み取るためのセンサを有する前
記物質分配システムと、
　（ｃ）前記エネルギー源と前記物質分配システムを制御するための制御メカニズムであ
って、前記取り外し可能な容器に関する情報を受け取るために前記センサと通信する前記
制御メカニズムと、
を含むことを特徴とする治療デバイス。
【請求項２】
　前記エネルギー源は、無電極ランプ、マイクロ波、蛍光管、クオーツハロゲンランプ、
アークランプ、レーザ、レーザダイオード、発光ダイオードからなる群から選ばれること
を特徴とする請求項１に記載の治療デバイス。
【請求項３】
　前記エネルギー源は、少なくとも１つの発光ダイオードを含むことを特徴とする請求項
１に記載の治療デバイス。
【請求項４】
　前記エネルギー源は、起動時に拍動的に動作することを特徴とする請求項１に記載の治
療デバイス。
【請求項５】
　前記制御メカニズムに温度データを届けるための温度検知デバイスを含み、
　前記温度データは、前記治療デバイスが動作する間の所定の治療エリアに関連付けされ
た温度に関することを特徴とする請求項１に記載の治療デバイス。
【請求項６】
　電磁放射線を届けるための治療デバイスであって、
　（ａ）所定の波長の電磁放射線を放射するためのエネルギー源と、
　（ｂ）前記治療デバイスで使用するための所定の物質を分配するための物質分配システ
ムと、
　（ｃ）前記エネルギー源と前記物質分配システムを制御するための制御メカニズムと、
　（ｄ）前記制御メカニズム内に含まれるプロセッサおよび記憶デバイスと、
を含み、
　前記記憶デバイスが、前記治療デバイスの用法を表すデータを保存可能であり、
　前記プロセッサが、前記データに従って、前記エネルギー源および前記物質分配システ
ムを制御可能であることを特徴とする治療デバイス。
【請求項７】
　前記電磁放射線を所定の治療エリアに向けて反射するためのエネルギー反射器を含むこ
とを特徴とする請求項６に記載の治療デバイス。
【請求項８】
　前記データを更新するために計算デバイスと通信可能なインターフェースを含むことを
特徴とする請求項６に記載の治療デバイス。
【請求項９】
　前記エネルギー源は光源であることを特徴とする請求項６に記載の治療デバイス。
【請求項１０】
　前記エネルギー源は、少なくとも１つの発光ダイオードを含むことを特徴とする請求項
６に記載の治療デバイス。
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【請求項１１】
　前記エネルギー源は、起動時に拍動的に動作することを特徴とする請求項６に記載の治
療デバイス。
【請求項１２】
　前記制御メカニズムに温度データを届けるための温度検知デバイスを含み、
　前記温度データは、前記治療デバイスが動作する間の所定の治療エリアに関連付けされ
た温度に関することを特徴とする請求項６に記載の治療デバイス。
【請求項１３】
　電磁放射線を届けるための治療デバイスであって、
　（ａ）所定の波長の電磁放射線を放射するための光源と、
　（ｂ）前記治療デバイスで使用するための所定の物質を分配するための物質分配システ
ムと、
　（ｃ）前記光源と前記物質分配システムを制御するための制御メカニズムと、
　（ｄ）前記制御メカニズムに温度データを届けるための温度検知デバイスと、
を含み、
　前記温度データが、前記治療デバイスが動作する間の所定の治療エリアに関連付けされ
た温度に関することを特徴とする治療デバイス。
【請求項１４】
　前記光源は、少なくとも１つの発光ダイオードを含むことを特徴とする請求項１３に記
載の治療デバイス。
【請求項１５】
　前記光源は、取り外し可能なフェースプレートを有するヘッド内に収容されていること
を特徴とする請求項１３に記載の治療デバイス。
【請求項１６】
　前記分配システムは、前記物質を入れるための取り外し可能な容器を収納するようにさ
れていることを特徴とする請求項１３に記載の治療デバイス。
【請求項１７】
　前記分配システムは、前記容器上に配置されている識別子を読み取るためのセンサを有
することを特徴とする請求項１６に記載の治療デバイス。
【請求項１８】
　電磁放射線を届けるための治療デバイスであって、
　（ａ）前記治療デバイスのヘッド内に配置され、所定の波長の電磁放射線を放射するた
めのエネルギー源と、
　（ｂ）前記治療デバイスの本体内に配置され、前記治療デバイスで使用するための所定
の物質を分配するための物質分配システムであって、前記ヘッド内に定められた前記物質
を通すための少なくとも１つの開口部と流体的に接続される物質分配システムと、
　（ｃ）前記エネルギー源を制御するための制御メカニズムと、
を含むことを特徴とする治療デバイス。
【請求項１９】
　前記制御メカニズムは、前記物質分配システムも制御することを特徴とする請求項１８
に記載の治療デバイス。
【請求項２０】
　前記物質分配システムは、手動で操作されることを特徴とする請求項１８に記載の治療
デバイス。
【請求項２１】
　前記制御メカニズムは、プロセッサおよび記憶デバイスを含み、
　前記記憶デバイスは、レジメンデータを保存可能であり、
　前記プロセッサは、前記レジメンデータに従って、前記エネルギー源と前記物質分配シ
ステムを制御可能であることを特徴とする請求項１８に記載の治療デバイス。
【請求項２２】
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　前記制御メカニズムは、前記レジメンデータに従った出力レベルで、前記レジメンデー
タに従った時間のあいだ放射を行うように、前記エネルギー源からの放射線の放射を制御
可能であることを特徴とする請求項２１に記載の治療デバイス。
【請求項２３】
　前記レジメンデータを更新するために計算デバイスと通信可能なインターフェースを含
むことを特徴とする請求項２１に記載の治療デバイス。
【請求項２４】
　前記制御メカニズムに温度データを届けるための温度検知デバイスを含み、
　前記温度データは、所定の治療エリアに関連付けされた温度に関することを特徴とする
請求項１８に記載の治療デバイス。
【請求項２５】
　前記制御メカニズムは、前記受け取った温度データが予め指定されたリミット範囲の外
であるときに、前記エネルギー源を調整可能であることを特徴とする請求項２４に記載の
治療デバイス。
【請求項２６】
　前記温度検知デバイスは、前記治療デバイスと治療エリアとの界面の温度を検知するよ
うに位置決めされることを特徴とする請求項２４に記載の治療デバイス。
【請求項２７】
　前記電磁放射線を所定の治療エリアに向けて反射するためのエネルギー反射器を含むこ
とを特徴とする請求項１８に記載の治療デバイス。
【請求項２８】
　前記エネルギー源は光源であることを特徴とする請求項１８に記載の治療デバイス。
【請求項２９】
　前記エネルギー源は、少なくとも１つの発光ダイオードを含むことを特徴とする請求項
１８に記載の治療デバイス。
【請求項３０】
　前記エネルギー源は、起動時に拍動的に動作することを特徴とする請求項１８に記載の
治療デバイス。
【請求項３１】
　電磁放射線を届けるための治療デバイスであって、
　（ａ）前記治療デバイスのヘッド内の基板上に配置され、所定の波長の電磁放射線を放
射するための光源と、
　（ｂ）前記基板と前記光源の間に配置され、電磁放射線を反射するための光エネルギー
反射器であって、概略平面の表面を有する光エネルギー反射器と、
　（ｃ）所定の治療に従って前記光源を制御するための制御メカニズムと、
を含むことを特徴とする治療デバイス。
【請求項３２】
　前記光源は、少なくとも１つの発光ダイオードを含むことを特徴とする請求項３１に記
載の治療デバイス。
【請求項３３】
　前記光源は、起動時に拍動的に動作することを特徴とする請求項３１に記載の治療デバ
イス。
【請求項３４】
　前記ヘッドは、前記光源を含む取り外し可能なフェースプレートを含んでおり、前記光
源は前記ヘッドと機能的に接続されたことを特徴とする請求項３１に記載の治療デバイス
。
【請求項３５】
　前記制御メカニズムに温度データを届けるための温度検知デバイスを含み、
　前記温度データは、所定の治療エリアに関連付けされた温度に関することを特徴とする
請求項３１に記載の治療デバイス。
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【請求項３６】
　電磁放射線を皮膚表面に届けるための治療デバイスであって、
　（ａ）前記皮膚表面の所定の治療エリアを治療するために、所定の波長の電磁放射線を
放射するための光源と、
　（ｂ）前記光源からの前記電磁放射線が当てられている間の前記治療エリアの温度を検
知するための温度センサと、
　（ｃ）前記光源を制御するための制御メカニズム、
を含み、
　前記制御メカニズムが、前記光源からの前記電磁放射線が当てられている間の温度デー
タを前記温度センサから受け取って処理するためのプロセッサを含むことを特徴とする治
療デバイス。
【請求項３７】
　前記治療デバイス上に配置され、光エネルギーを前記治療エリアに向けて反射するため
の光エネルギー反射器を含むことを特徴とする請求項３６に記載の治療デバイス。
【請求項３８】
　前記光源を支持するための基板を含むことを特徴とする請求項３６または請求項３７に
記載の治療デバイス。
【請求項３９】
　前記光エネルギー反射器の層は、前記基板と前記光源の間に配置されることを特徴とす
る請求項３８に記載の治療デバイス。
【請求項４０】
　前記エネルギー反射器の層は、概略平面の表面を有することを特徴とする請求項３７に
記載の治療デバイス。
【請求項４１】
　所定の物質を分配するための物質分配システムを含むことを特徴とする請求項３６に記
載の治療デバイス。
【請求項４２】
　前記制御メカニズムが前記物質分配システムを制御することを特徴とする請求項４１に
記載の治療デバイス。
【請求項４３】
　前記制御メカニズムは、記憶デバイスを含み、
　前記記憶デバイスは、レジメンデータを保存可能であり、
　前記プロセッサは、前記レジメンデータに従って、前記光源および前記物質分配システ
ムを制御可能であることを特徴とする請求項４１に記載の治療デバイス。
【請求項４４】
　前記レジメンデータを更新するために計算デバイスと通信可能なインターフェースを含
むことを特徴とする請求項４３に記載の治療デバイス。
【請求項４５】
　前記光源は、無電極ランプ、蛍光管、クオーツハロゲンランプ、アークランプ、レーザ
、レーザダイオード、発光ダイオードからなる群から選ばれることを特徴とする請求項３
６に記載の治療デバイス。
【請求項４６】
　前記光源は、少なくとも１つの発光ダイオードを含むことを特徴とする請求項３６に記
載の治療デバイス。
【請求項４７】
　前記光源は、起動時に拍動的に動作することを特徴とする請求項３６に記載の治療デバ
イス。
【請求項４８】
　前記光源は、フェースプレート上に配置され、前記フェースプレートは、前記治療デバ
イスの本体から取り外し可能でありかつ動作可能であることを特徴とする請求項３６に記
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載の治療デバイス。
【請求項４９】
　前記分配システムは、前記物質を入れるための取り外し可能な容器を収納するようにさ
れていることを特徴とする請求項４１に記載の治療デバイス。
【請求項５０】
　前記分配システムは、前記容器上に配置されている識別子を読み取るためのセンサを有
することを特徴とする請求項４９に記載の治療デバイス。
【請求項５１】
　前記光源と前記温度センサと前記制御メカニズムは、一つの本体内に配置されることを
特徴とする請求項３６に記載の治療デバイス。
【請求項５２】
　電磁放射線を届けるための治療デバイスであって、
　（ａ）ヘッド内に配置され、複数の波長の電磁放射線を放射するための複数の光源と、
　（ｂ）前記治療デバイスで使用するための所定の物質を分配するための物質分配システ
ムと、
　（ｃ）前記複数の光源を制御するための制御メカニズムと、
を含むことを特徴とする治療デバイス。
【請求項５３】
　前記制御メカニズムは、所定の波長の電磁放射線を放射する特定の前記光源を起動する
ことを特徴とする請求項５２に記載の治療デバイス。
【請求項５４】
　前記制御メカニズムは、プロセッサおよび記憶デバイスを含み、
　前記記憶デバイスは、前記治療デバイスの用法を表すデータを保存可能であり、
　前記プロセッサは、前記データに従って、前記複数の光源と前記物質分配システムを制
御可能であることを特徴とする請求項５２に記載の治療デバイス。
【請求項５５】
　前記複数の光源は、少なくとも１つの発光ダイオードを含むことを特徴とする請求項５
２に記載の治療デバイス。
【請求項５６】
　前記複数の光源は、起動時に拍動的に動作することを特徴とする請求項５２に記載の治
療デバイス。
【請求項５７】
　前記ヘッドは、取り外し可能なフェースプレートを有することを特徴とする請求項５２
に記載の治療デバイス。
【請求項５８】
　前記分配システムは、前記物質を入れるための取り外し可能な容器を収納するようにさ
れていることを特徴とする請求項５２に記載の治療デバイス。
【請求項５９】
　前記分配システムは、前記容器上に配置されている識別子を読み取るためのセンサを有
することを特徴とする請求項５８に記載の治療デバイス。
【請求項６０】
　前記制御メカニズムに温度データを届けるための温度検知デバイスを含み、
　前記温度データは、前記所定の治療エリアに関連付けされた温度に関することを特徴と
する請求項５２に記載の治療デバイス。
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